
■ 大中祭を振り返って
コロナ禍の中、無観客と食堂部門の簡素化等、様々な制約のある中で

開催された令和３年度大中祭。どんな状況になっても挫けずに工夫を重

ね、いいものを作り出そうとする大中生の姿は本当に素晴らしいと思い

ます。また短期間にもかかわらず、中心になって大中祭を作り上げてく

れた生徒会執行部の皆さん、ありがとうございました。笑顔と感動のあ

ふれる大中祭になりました。

□合唱コンクール

今年も、思い出に残る感動的な合唱が体育館に響き渡りました。

３年生はこれまでの経験を活かし、指揮者、伴奏者が中心となり、全員が声を掛け合い、中

学校生活最後の合唱に気持ちを込めました。２年生は、昨年度初めて舞台に立ってクラスの仲

間と気持ちを合わせた経験を踏まえて、より質の高い合唱を創り上げました。１年生は中学校

での初めての合唱に緊張しながらも、上級生の姿を見て、仲間と協力することの大切さを学び

ました。

中学生の合唱の良さは、３年間という短期間の中で、成長とと

もに声の質も変わっていく時期を経て出来上がっていく過程を見

る喜びがあることです。初々しい１年生の発声が、学年が上がる

ごとに大人に近い声になっていき、澄んだ女声、力強い男声が美

しいハーモニーを生み出していくなかに成長の証を感じることが

できます。

発表当日まで練習を重ねていく中、各クラスで様々なドラマが

展開されたことでしょう。クラスの仲間と励まし合い、時には関係が悪くなることがあったと

しても、支え合うことを通して、人と関わることの大切さを学んだと思います。今年の合唱コ

ンクールでは、私は特に胸を打たれました。涙した人もたくさんいたと思います。皆さん、感

動をありがとう。

□ 個人としてのリーダーシップ

大きな学校行事のリーダーともなると、なかなか大変な役目です。時には責任の重さに耐え

きれなくなったり、人間関係で悩んだりすることもあるかもしれません。しかしながら、そう

いう体験を経てこそ人は大きく成長することができると、これまでも多くの生徒を見てきて感

じます。今後生徒会執行部等、リーダーとなる人たちは、先生たちの力も借りながら大いに頑

張ってほしいと思います。

一方で、各学級の皆さん一人一人にも、「個人としてのリーダーシップ」の成長を期待して

います。個人としてのリーダーシップというと、意外な感じがするかもしれませんが、言い換

えれば「自律」ということです。自分を律するということは、皆さんにとって非常に重要なこ

とです。「自律」と似た言葉に、「自立」があります。どちらも同じ「じりつ」という読み方

をするので混同してしまいがちですが、意味が異なります。「自立」は、人に頼ることなく、

自分の力で物事をやっていくことです。また「自律」は、自分で決めたルールに沿って行動で

きるよう、自分自身をコントロールすることを意味します。今後、自分が納得できる人生を歩

み、自らを人生の主人公とする上では、この「自律」が全ての根本となります。

これから後期の６ヶ月間が始まります。３年生は受検があります。また、１、２年生も学習

に力を入れる大切な時期となります。前期を振り返り、自分の課題は何かを見付け、なりたい

自分になるためにこれから何にどう取り組んでいくのか真剣に考え、実行していきましょう。
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■ さよなら、ローランド先生 ～いつまでもお元気で～

６年間大潟中学校で勤務したＡＬＴのローランド・ウィル先生が、任期を終えて大潟村を離

れました。９月10日（金）に、ローランド先生のお別れ会が開かれ、今までの感謝の気持ちと
今後の東京での新しい生活への激励を込めた合唱と応援が行われました。大潟中の生徒だけで
なく、大潟村、さらには秋田県を愛してやまなかったローランド先生の今後が、幸多からんこ

とを皆で祈りましょう。メッセージは、ローランド先生が英語と日本語の両方で書きました。

＜ローランド先生からのメッセージ＞

Coming to Japan from English-speaking America was a shock. I couldn't
easily talk to my coworkers or understand the students, and I quickly realized
that any Japanese three-year-old could express themselves better than me. In
the blink of an eye, I had become a helpless baby once again! Fortunately, like
a baby, I had very kind caretakers. My coworkers involved me in school and
community activities, and the students tried to speak with me in English and
listened to my broken Japanese.

This was a very valuable experience. In America, I was under the illusion
that I was completely independent. Japan showed me how much we need each other.

My favorite experiences have been working closely with students, especially
running with the ekiden team, coaching English speech contest students, and just
chit-chatting. I want to thank all of the students, coworkers, and people in
Ogata for their kindness over my six years here. While I'm moving to Tokyo at
the end of September, I hope to see you all again soon!

英語が話されているアメリカから初めて日本に来たとき、私はショックを受けまし
た。職場の同僚と気軽に話すことも、生徒たちが言っていることも理解することもでき
なかったからです。その時、私は日本の３歳児よりもうまく日本語で表現できないこと
を痛感しました。一瞬にして、私は自分ではどうすることもできない赤ちゃんに戻って
しまったのです。幸いにも、赤ちゃん（の自分）には、優しく世話をしてくれる人たち
がいました。私の同僚たちは、学校や地域の様々な活動に私を参加させてくれました。
また、生徒たちは私に積極的に英語で話しかけてくれたり、私のたどたどしい日本語を
聞き取ろうとしてくれたりしました。

これは本当に貴重な経験になりました。アメリカでは、私は完全に自立した存在だ
と自負していたのですが、それはただの幻想に過ぎませんでした。他者の存在がどれだ
け大きいかを、日本での生活が私に教えてくれたのです。

私が経験した中でのお気に入りは、生徒たちと一緒になって、活動したことです。
また、駅伝部と一緒に走ったことは特によい思い出です。英語暗唱弁論大会に出場する
生徒を指導したことや日常の何げない会話も印象に残っています。

私はこの６年間の滞在中にお世話になった全ての生徒、同僚、大潟村の方々に感謝
したいと思います。９月後半には東京に引っ越しますが、またみなさんにお会いできる
日を楽しみにしています。


